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新たにFileMakerを導入、FileMaker Server導入から５年以上経過しているため買い換え時期を検討されているなど、 
Serverパソコンの入れ替え費用などの検討用資料としてごご活用ください。

1.FileMaker 2024の動作環境 

2.Claris IDの作成について（Claris IDをまだ取得されていない方のみ） 

3.My Clarisからライセンス証明書をダウンロード 

4.FIleMaker ServerをインストールするMacのおすすめ商品

agendaFMS

サブスクリプション版のFileMaker 2023以降、ライセンスキーの提供がなくなりライセンス証明書ファイルが必要となります。 
最新のライセンス証明書が必要となる場合があります。 
my Clarisから最新のライセンス証明書をダウンロードしてご利用ください。

https://support.claris.com/s/answerview?language=ja&anum=000035187

2と3で簡単に説明していますが下記URLで 
Claris IDの作成方法、ライセンス証明書のダウンロード方法の詳しく記載されいますのでご参考にしてください。

https://support.claris.com/s/answerview?language=ja&anum=000035187


FileMaker 2024の動作環境1

ホスト サポートされるクライアント

FileMaker Server 
21.x

• FileMaker Pro 21.0、20.3、19.6、19.5、19.4.2 
• FileMaker Go 21.0、20.3、19.6、19.5、19.4.2 
• FileMaker WebDirect

互換性 (相互運用性)

クライアント サポートされるホスト メモ

FileMaker Pro 21.x
• FileMaker Server 21.0、20.3、19.6、19.5、19.4.2 
• FileMaker Pro 21.0、20.3、19.6、19.5、19.4.2 
• FileMaker Cloud 2.21.0.1

FileMaker Pro 12 および FileMaker Pro 12 Advanced 以降を
使用して作成されたカスタム App は FileMaker Pro 21.x で開
き、使用することができます。

FileMaker Go 21.x
• FileMaker Server 21.0、20.3、19.6、19.5、19.4.2 
• FileMaker Pro 21.0、20.3、19.6、19.5、19.4.2 
• FileMaker Cloud 2.21.0.1

カスタム App の作成や修正には FileMaker Pro が必要です。
FileMaker Go ではカスタム App の作成や修正はできません。

製品 プラットフォーム サポートされるオペレーティングシステム

FileMaker Pro

macOS
• macOS Sonoma 14.0 
• macOS Ventura 13.0

Windows
• Windows 11 Enterprise および Pro Edition (23H2、64 ビットのみ) 
• Windows 10 Enterprise および Pro Edition (22H2、64 ビットのみ)

FileMaker Go iPad/iPhone
• iOS および iPadOS 17 
• iOS および iPadOS 16

FileMaker Server macOS
• macOS Sonoma 14.0 
• macOS Ventura 13.0

現在（2024年11月）販売されているFileMakerのバージョンは21（2024）となります。 
FileMaker 2024を購入された場合、動作対象のパソコンのOS、また既にFileMakerをご利用されている場合の互換バージョンの一覧です。  
サブスクリプションの契約であれば、FileMaker 17から21まで利用可能です。 
Serverを最新のMac miniにした場合 mac OS Sonoma 14.0を搭載しているためインストールできるFileMaker Serverは20.3（2023）以降となり
ます。 



CLaris IDを作成していない場合、「Welcome to Claris Customer Console」という件名のメールが以前届いているはずですので探してください。 
メールが見当たらない場合は、お問い合わせフォームより再送信の依頼を行なってください。

登録済みのメールアドレス
が自動挿入されています。

画面の表示に従ってClaris IDを作成します。

https://support.claris.com/s/answerview?language=ja&anum=000035187

上記URLページの画面下の方に
お問い合わせボタンがあります。

Claris IDの作成　Claris IDを取得済みの方は次のページへ2

https://support.claris.com/s/answerview?language=ja&anum=000035187


https://my.claris.com/

My Clarisからライセンス証明書をダウンロード3-1
CLaris IDをお持ちであれば、my clarisにサインインして最新のライセンス証明書とインストール用のファイルをダウンロードしてください。

Claris IDを登録したメールアドレスを入力します。 
次の画面でパスワードを入力します。 
次の画面で認証コードを入力します。（表示されない場合は、Claris Customer Consoleが開きます） 
※認証コードは登録時に指定した携帯番号にショートメールで届きます。

サブスクリプション　→　ダウンロード　→　ソフトウェアダウンロードに移動

を選択して進みます。

https://my.claris.com


拡大

My Clarisからライセンス証明書をダウンロード3-2

拡大

「ダウンロード」がリンクになっていま
すので、選択してダウンロードします。

Serverは、「Mac」を選択します。

FileMaker Proは、「Mac」「WIndows」
お使いのOSにあったインストーラーファ
イルをダウンロードします。



FileMaker Server 2024をインストールするおすすめのMac

2024年11月8日発売

Apple Storeでは最新のMac mini４機種表示されていますが、実質M4とM4Proの２機種 
M4モデル3品番に関しましては、カスタマイズしない標準モデルのメインメモリ・ストレージの容量を変えた３タイ
プになっています。

標準モデルでご購入される場合は、 
10コアCPU 10コアGPU 
24GBユニファイドメモリ 
512GB SSDストレージ 
154,800円（税込）をお選び頂くのが良いかと思います。

Apple Storeなどでカスタマイズされる場合は、下記のカスタマイズがおすすめです。 
① M4 10コアCPU 10コアGPU 
メモリ：24GBユニファイドメモリ 
ストレージ：１TB SSDストレージ 
Ethernet：１０ギガビットEthernet 
199,800円（税込） 

② 写真の登録が多くfilemaker Serverの「database」フォルダの容量が100GB以上になる場合 
M4 10コアCPU 10コアGPU 
メモリ：24GBユニファイドメモリ 
ストレージ：２TB SSDストレージ 
Ethernet：１０ギガビットEthernet 
259,800円（税込）

４


